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技術紹介9 土砂化した床版の非破壊調査と疲労耐久性向上のための補修設計 

 

本稿では、前回点検時と比べて急速に損傷が進んだ床版に対する調査及び補修設計について報告するものである。電磁波を用いた非

破壊調査を行い、床版土砂化範囲を特定した上で、超緻密高強度繊維補強コンクリートによる補修設計を行った事例を紹介する。 

キーワード：床版非破壊調査、AI予測処理、超緻密高強度繊維補強コンクリート 

 

��はじめに 

我が国では、高度成長期以降に整備したインフラが今

後一斉に老朽化することが見込まれる。このうち床版の

損傷は通過交通の安全に直接影響を与える重大なもの

である。ここで重交通路線においては、調査や補修の際

に大規模な交通規制の実施が困難である。本稿では、重

交通路線の国道の橋梁の床版疲労損傷に対して、交通規

制を回避、軽減した調査方法と補修工法を提案し、大幅

な疲労耐久性の回復を図った事例を報告する。 

��存在した課題 

����損傷状況 

対象は供用開始から �� 年の橋梁である。舗装の補修

痕、土砂化が推定される析出物が顕在化しており、土砂

化懸念箇所の床版下面側に遊離石灰を伴う�方向ひびわ

れが発生している�図���� 。これらは前回点検�� 年前�で

は見られなかった損傷であり、急速に損傷が進行したも

のと考えられる。補修履歴を調べたところ、橋面防水層

の施工が行われておらず、床版内に水が浸入しているこ

とが原因と推定された。 

図�� 損傷写真 

����土砂化調査方法 

対象橋梁は重交通路線の国道にあり、橋面は調査にお

ける交通規制が困難である。しかし、補修範囲や工法検

討のためには、土砂化の有無だけでなく土砂化範囲の把

握が重要となる。このため交通規制を回避した土砂化範

囲の調査が求められた。 

����補修方法 

床版の疲労損傷度合から床版の部分打換が一般的な

工法となる。しかし、床版パネル配置と車線の関係�図�

��から床版部分打換は�車線以上の通行止めが必要であ

るが、夜間 ��：��～�：�� の一車線規制しか認められて

おらず施工不可能である。そのため、大規模な交通規制

を行わない補修工法が求められた。 

図�� 床板パネルと車線の位置関係 

��解決する技術 

����床板上面非破壊調査 

床版上面の非破壊調査としては、電磁波を用いた損傷

個所判定システムを積んだ車両による調査を行うこと

で、交通規制を行うことなく土砂化範囲を推定した�図�

��。これは、電磁波に対する反射波を解析して土砂化範

囲を推定するものである。反射波の解析には、�� 予測処 

図�� 土砂化推定結果 

図�� 試掘結果 
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理も実用化しつつあり、今回も一次スクリーニングで活

用した。道路管理者の協力を得て、土曜に短時間の一車

線規制を行い、土砂化推定範囲の一部を試掘して整合性

を確認した�図���。その結果、土砂化が進行しており水

の影響により床版の疲労損傷が顕在化していることが

判明した。 
���� 床版下面非破壊調査 

床版下面の非破壊調査としては、はつり調査による鉄

筋腐食確認、コンクリートテストハンマーによる圧縮強

度推定、中性化試験、塩化物イオン含有量試験を実施し

た。床版の損傷状況に配慮しコア抜きは行わず、テスト

ハンマーとドリル法のみ実施した。その結果、圧縮強度

は平均 ������²を上回り、十分な強度が確認された。鉄

筋は腐食が見られ、中性化深さは平均 �����最小かぶり

厚 �����と鉄筋に限りなく近い位置まで進行していた。

塩化物イオン含有量試験は健全部が ��������³��������

に対し、劣化部が ���������³��������と一部腐食限界を

超えているが、凍結防止剤からの塩化物供給と推定され、

現状、塩害の懸念はないと判断した。詳細調査結果から、

材料もしくは劣化因子に基づく損傷は鉄筋腐食のみで

あり、二方向ひびわれは疲労損傷と考えられることから、

路面からの水の供給により急速に進行している可能性

が高い。 

���� 補修工法の検討  

補修方法としては床版打換が望ましいが、交通条件か

ら採用は困難であり、一車線規制による補修方法を求め

られた。床版土砂化の補修は通常、ポリマーセメントモ

ルタル等による断面修復が行われる。これは床版を既設

の状態に戻すのみであり、非土砂化部分の累積的な疲労

損傷に対して改善効果は得られない。既設床版厚は

���� であるが、現行の道路橋示方書基準における必要

床版厚は ���� であり根本的に部材厚が不足しており、

防水層の施工も必要となる。これに対して、防水機能を

持ち、防水層を省略可能で疲労耐久性も大幅に改善でき

る超緻密高強度繊維補強コンクリートによる補修を提

案した�図���。既設床版上面を超緻密高強度繊維補強コ

ンクリートにて ��� 打換えることで飛躍的に疲労耐久

性が向上することが、複数の実験で確認されている。施

工は一車線ずつ夜間に実施し、昼間は解放する� �図���� 。

床版下面側の二方向ひびわれは、近接目視の結果、繊維 

図�� 補修案比較 

補強が可能な損傷進行状況�表���図���と判断し、炭素繊

維二方向格子貼りを採用した。  

図�� 床版補修施工方法図 

 表�� 損傷進行状況一覧表 

図�� 損傷進行過程 

��まとめ 

重交通路線の国道の橋梁の床版疲労損傷に対して、交

通規制を回避、軽減した調査方法と補修工法の提案を行

った。今後は超緻密高強度繊維補強コンクリート施工前

後の床版剛性を���������������������������������などを

応用して計測を行い、補強効果の定量評価を実施したい

と考えている。 
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